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 ドル／円は先週の黒田発言から軟調な動きとなっています。 

実質実効為替レートからこれ以上の円安はそんなには進まないというようなコメントをし

たために円安方向への動きが抑制されています。 

 ただし、大きく円高に振れているわけではないので、今週の日米の金融政策の発表に注

目が集まります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドルは１２６円手前で失速し、その後１２２円台まで下落しました。 

１２２円台を維持できれば高値圏をしばらく動きそうですが１２２円割れとなればテクニ

カル面でも調整が加速するリスクが出てきそうです。 

  

 

＜気になるクロス円＞ 

 

先週はニュージーランドが利下げをしたことで急落、軟調な動きとなっています。 

対称的にポンドは高値更新とクロス円も動きがかなり違うので、しっかりとトレンドを見

極めて売買をしないと危険です。 

 ユーロ／円が反落してくるかどうかもポイントになってきそうです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

株価はやや調整入りのような動きになっているので、本格的に崩れるかどうかが重要に

なってきます。 

 今週は、日銀金融政策決定会合や米国のＦＯＭＣ政策金利発表など日米の中央銀行関連

イベントに注目です。 

 欧州では、景況感指数などの発表があります。 

そして、スイスでは政策金利の発表などがあります。 


